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ごあいさつ C o n t e n t s

創 立
本 店 所 在 地
資 本 金
総 資 産 額
預 金 残 高
貸 出 金 残 高
拠 点 数

従 業 員 数
自己資本比率

： 1934年6月1日
： 奈良市橋本町16番地
： 379億2,415万円
： 6兆5,214億円
： 5兆7,276億円
： 3兆9,666億円
： 国内/103   奈良県下64 〔インターネット

 支店含〕、その他39
： 2,275人
： 9.25％（連結） 8.95％（単体）

( )

■ 南都銀行プロフィール ■

①健全かつ効率的な経営に努めます。
②優れた総合金融サービスを提供します。
③地域の発展に尽くします。
④信頼され親しまれる、魅力的な銀行を目指します。

経 営 理 念

経 営 ビ ジ ョ ン
活力創造銀行
地域、そしてお客さまの成長と発展に貢献していくこと
は、地域金融機関の使命であり、役職員一同持てる力を最
大限に発揮して、当行グループならではの新しい価値を生
み出すことで、地域やお客さまに選んでいただける銀行グ
ループを目指しています。
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　平素より、私ども南都銀行グループをご利用、お引き立ていただき誠にありがとうございます。

　このたび、皆さまの当行グループに対するご理解を一層深めていただくため、2023年3月期の事業の概況等を
お伝えする「ミニディスクロージャー誌／第135期　事業のご報告」を作成いたしました。

　当行グループの主要な営業基盤である奈良県は、少子高齢化による地域経済の縮小や中小企業における後継者
不足など、多くの課題を抱えております。また、原材料価格の高騰や急速な円安、物価上昇により、先行きは不透明な
状況となっております。

　そのような状況において、当行グループの果たすべき役割は一層重要性が増しているものと認識しており、ポスト
コロナを踏まえた資金繰り支援はもちろんのこと、お客さまの企業価値向上に向けた人材紹介や事業承継支援
などの本業支援に、多面的に取り組んでおります。
 また、お客さまのライフプランに寄り添い、人生の伴走者として最適な金融サービスを提供することによる資産形成の
お手伝いに加え、キャッシュレス決済やスマートフォンでの来店予約といった各種サービスの拡充など、お客さまの
利便性向上の追求に努めております。
 今後も、お客さまの声ひとつひとつを真摯に受けとめ、お客さまに満足いただけるサービスの提供に努めることで、
お客さまとの信頼の深化・拡大につなげてまいります。

　当行は2024年6月に、節目となる創立90周年を迎えます。また、2024年度には経営計画の中間目標を掲げており、
2023年度はその達成に向けた重要な年度になると考えています。

　当行グループは、次の50年、100年を見据え、地域にしっかりと向き合い、お客さまや株主さまをはじめ当行
グループをご支援いただいているステークホルダーの皆さまとの信頼関係をより一層深めることにより、地域と
共に発展するサステナブル経営を目指してまいりますので、今後とも、一層のご支援を賜りますようお願い
申しあげます。

2023年6月　

取締役頭取
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